
踏切上の歩行者、自動車等の影響で列車が止まった件数

（H14(2002)年4月～R7(2025)年12月まで）

２,０８８件（１年で約９０件 約４日に１回のペースで発生）

踏切上で列車が接触した件数

（H14(2002)年4月～R7(2025)年12月まで）

７件 うち、５件が死亡事故（市内ＪＲ踏切の中で最多発生）

〈５件の死亡事故〉
①平成２５年 ８月２３日 ②平成２８年１２月２５日 ③令和 ４年１１月２４日
④令和 ６年 ４月２６日 ⑤令和 ６年９月２９日

既設人道橋（幅員２ｍ）

現在実施中の補修工事により

令和８年11月下旬スロープ化予定

生見尾(電車線)踏切

延長：約２２ｍ

横断本数：４本（横須賀線、京浜東北線）

鉄道交通量：７８４本（１時間最大54本）

ピーク時遮断時間：４４.３分 ※開かずの踏切

生見尾(旅客線)踏切

延長：約１０.５ｍ

横断本数：２本（東海道線）

鉄道交通量：２８５本（１時間最大25本）

ピーク時遮断時間：２４.４分

交通量

踏切

歩行者 ２,４１８人／日

自動車 257台／日

自動二輪車 1７９台／日

自転車 １,２４９台／日

人道橋

歩行者 11,403人／日

生見尾踏切の概要
う み お

踏切が開いた直後の様子

ガードマン

生見尾踏切
(鶴見区生麦３丁目)

北側(山側)南側(海側)

既設の人道橋のスロープ化

北側

南側

既設人道橋



生見尾踏切を廃止し、代替施設として新たなこ線人道橋を整備

横浜市の考え

生見尾踏切の今後の計画
う み お

※イメージ図は現時点の計画に基づくもので、今後の設計等により変更となる場合があります。

至 鶴見

至 新子安

生麦駅

北側

南側



生見尾踏切を廃止し、代替施設として新たなこ線人道橋を整備

横浜市の考え

生見尾踏切の今後の計画
う み お

至 鶴見

至 新子安

生麦駅

北側

南側

※イメージ図は現時点の計画に基づくもので、今後の設計等により変更となる場合があります。



至 鶴見

至 新子安

生麦駅

南側

②エレベーター

③斜路付き階段

新たなこ線人道橋イメージ

①通路

生麦駅

至 鶴見

至 新子安

斜路付き階段

斜路付き階段

エレベーター

エレベーター

通路

②エレベーターイメージ（自転車３台乗車可）③斜路付き階段イメージ（自転車すれ違い状況）

①通路イメージ（幅員４ｍ）

生麦駅へ連絡

階段

南側

北側

エレベーター③斜路付き階段

北側

※イメージ図は現時点の計画に基づくもので、今後の設計等により変更となる場合があります。

※イメージ図は現時点の計画に基づくもので、今後の設計等により変更となる場合があります。
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